
富⼠フイルムホールディングス株式会社 2019年3⽉期 第3四半期決算について、説明さ
だせていただきます。
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2019年3⽉期 第3四半期決算について、ポイントを説明します。

2019年3⽉期 第3四半期の業績は
計画⽐で、売上、営業利益ともに順調に進捗しました。
前年同期⽐では、売上は横ばい、営業利益は⼤幅に増益となりました。

事業別の業績について、売上は、メディカルシステム事業、バイオCDMO事業、再⽣医療事業、電
⼦材料事業が伸⻑しました。⼦材料事業が伸⻑しました。
体質強化のために低採算のローエンドプリンタービジネスを縮⼩させたことなどによりドキュメント事業が
減収となりましたが、これらのドキュメント事業のマイナス影響を除くと、増収となりました。
また、営業利益は、メディカルシステム事業、バイオCDMO事業、電⼦材料事業などが増益、ドキュ
メント事業が8割以上の⼤幅増益となりました。

なお、第3四半期、3ヶ⽉の営業利益は、過去最⾼益の744億円となりました。
1,000億円を上限とする⾃⼰株式の取得状況は、12⽉末時点で532億円、累計で754億円を
取得しました。
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次に、2019年3⽉期第3四半期業績の詳細を説明します。

売上⾼は、前年同期⽐で横ばいの1兆7,998億円となりました。

営業利益は、ドキュメント事業における構造改⾰の効果に加え、ドキュメント事業を含む各事業にお
いて収益性の改善を進めたことにより、前年⽐28.6％増の1,583億円となりました。

税⾦等調整前四半期純利益は、昨年度に和光純薬⼯業の連結⼦会社化による和光株式の評税⾦等調整前四半期純利益は、昨年度に和光純薬⼯業の連結⼦会社化による和光株式の評
価益約200億円を計上していたこと、今年度からの会計基準変更で投資有価証券の評価損をマイ
ナス54億円計上したことなどにより、前年⽐11.4％減の1,546億円、
また、当社株主帰属四半期純利益は、前年⽐18.8％減の1,011億円となりました。
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続いて、セグメント別の状況について説明します。

イメージング ソリューション部⾨の売上⾼は、
前年⽐2.1％増の3,038億円、
営業利益は、販促・宣伝費、研究開発費の先⾏投資などにより前年⽐3.8％減の480億
円となりました。

ヘルスケア＆マテリアルズ ソリューション部⾨の売上⾼はヘルスケア＆マテリアルズ ソリュ ション部⾨の売上⾼は、
前年⽐4.2％増の7,589億円、
営業利益は、増収に伴う利益の伸⻑により、
前年⽐17.0％増の700億円となりました。

同部⾨のうち、ヘルスケアの売上⾼は
前年⽐10.9％増の3,429億円、
営業利益は、対前年2.7倍の174億円となりました。

ドキュメント ソリューション部⾨の売上⾼は、
低採算ローエンドプリンタービジネスを縮⼩させたことなどにより
前年⽐5 9％減の7 371億円
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前年⽐5.9％減の7,371億円、
営業利益は収益性の改善や構造改⾰効果により前年⽐82.2％増の669億円となりました。



イメージング ソリューション部⾨について説明します。
フォトイメージングでは、インスタントカメラ “チェキ” 、チェキ⽤フィルムなどのインスタントフォトシスフォトイメ ジングでは、インスタントカメラ チェキ 、チェキ⽤フィルムなどのインスタントフォトシス
テムの販売が好調に推移し、3Qまでの累計でチェキの販売台数は850万台となりました。プリ
ント前の画像編集・加⼯が可能な新製品のハイブリッドインスタントカメラ「instax SQUARE
SQ20」やinstaxグローバルパートナーである「テイラースウィフト」さんを起⽤したグローバルプロ
モーションが売上増加に寄与しました。

電⼦映像は、今年度活性化したミラーレス市場で販売が引き続き好調に推移しました。9⽉に
デ発売した「FUJIFILM X-T3」が、⼩型軽量ボディや、⾼速・⾼精度のオートフォーカス、⾼い動

画性能が評価され、売上の増加に貢献、11⽉には、⼤型センサーを搭載した中判ミラーレスカ
メラ「FUJIFILM GFX 50R」を発売しました。超⾼画質と機動性の両⽴を実現したことで⾼い
評価を得ています。

光学デバイスでは、⾞載⽤など各種産業⽤レンズの販売が堅調に推移しました。10⽉にマシン
ビジョンカメラ⽤レンズの超⾼解像度モデルの発売や監視カメラ市場への新規参⼊を発表するビジョンカメラ⽤レンズの超⾼解像度モデルの発売や監視カメラ市場への新規参⼊を発表する
など、ビジネス領域を拡⼤し、事業成⻑を図っています。

イメージング ソリューション部⾨は、各事業で販売が堅調に推移し、売上が増加しました。⼀層
の拡販のための販促・宣伝費や次世代製品の研究開発費を投⼊したことなどにより、営業利
益は減少しました。
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続いて、ヘルスケア＆マテリアルズ ソリューション部⾨です。

ヘルスケアのうち、
メディカルシステムは、X線画像診断や内視鏡などすべての分野で販売が好調に推移しました。
バイオ は 昨年より実施 設備増強 よ バイオ医薬品 プ セ 開発受託およびバイオCDMOは、昨年より実施している設備増強によってバイオ医薬品のプロセス開発受託および
製造受託が増加、
再⽣医療では、6⽉に連結⼦会社化した培地のリーディングカンパニー「FUJIFILM Irvine 
Scientific」が寄与し、売上が増加しました。

⾼機能材料のうち、
ディスプレイ材料は、タック製品の販売が堅調だったことに加え、タッチパネル分野の製品販売も好
調に推移しました。
電⼦材料は フォトレジストやフォトリソ周辺材料の先端製品を中⼼に販売が好調に推移し 売電⼦材料は、フォトレジストやフォトリソ周辺材料の先端製品を中⼼に販売が好調に推移し、売
上が増加しました。また、⽶国拠点に総額100億円を投資し、最先端半導体材料の開発・⽣
産・品質保証を⽬的とする設備増強を決定。さらなる事業拡⼤を図ります。

グラフィックシステムでは、製版・刷版材料の総需要減により売上は減少しました。刷版材料分野
では、新聞印刷⽤無処理版の新製品を販売開始するなど、⾼い環境性能を持つ無処理版など
の⾼付加価値製品の拡販を進めていきます。

ヘルスケア＆マテリアルズ ソリューション部⾨は、メディカルシステム事業やバイオCDMO事業、再⽣ルスケア＆マテリアルズ ソリュ ション部⾨は、メディカルシステム事業やバイオC O事業、再⽣
医療事業、電⼦材料事業などで売上を伸ばしたことにより増収。営業利益は、各事業の収益性
改善などにより増加しました。

6



最後に、ドキュメント ソリューション部⾨について説明します。

オフィスプロダクト＆プリンターのオフィスプロダクト分野では、全体の販売台数は減少しましたが、中国
市場向けに開発した⼩型複合機の販売が堅調に推移しました。オフィスプリンター分野では低採算の
ローエンドプリンタービジネスの縮⼩により、販売台数が減少しました。

プロダクションサービスは、全体の販売台数は減少しましたが、カラー・オンデマンド・パブリッシング機
「Iridesse™ Production Press」の販売が欧⽶を中⼼に好調に推移しました。また、2019年1⽉

プにオフセット印刷の画質に迫る商業印刷向け⾼速ロール紙カラーインクジェットプリンター「11000 
Inkjet Press」を発表。2019年2⽉より国内で販売を開始し、商業印刷市場のデジタル化をさらに
拡⼤します。

ソリューション＆サービスは、BPO(Business Process Outsourcing)契約の売上が堅調に推移し
ましたが、売上計上⽅法の変更などの影響により、全体の売上は対前年で減少しました。新しい価値
提供戦略「Smart Work Innovation」のもと お客様の業務効率化や⽣産性向上を⽀援する提供戦略「Smart Work Innovation」のもと、お客様の業務効率化や⽣産性向上を⽀援する
サービスを順次提供し、サービス領域での更なる成⻑を⽬指します。

ドキュメント ソリューション部⾨の売上⾼は、低採算のローエンドプリンタービジネスの縮⼩などにより減
収となりました。営業利益は、構造改⾰の効果や収益性の改善などにより、⼤幅増益となりました。引
き続き、ソリューション＆サービス、プロダクションサービスなど成⻑領域の拡⼤に努めるとともに、構造改
⾰を完遂し、収益性を⾼めていきます。
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次に、バランスシートについて説明します。

2019年3⽉期12⽉末時点の資産合計は、
現⾦及び現⾦同等物の減少などにより、 2018年3⽉期末時点と⽐べ、795億円減の3兆
4,134億円となりました。

負債は229億円減の1兆1,713億円、株主資本は379億円減の2兆412億円となりまし,
た。

流動⽐率は、9.4ポイント増の289.5％、負債⽐率は前期末と同じ57.4％、株主資本⽐
率は0.3ポイント増の59.8％となりました。
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続いて、キャッシュ・フローについて説明します。

営業活動によるキャッシュ・フローは、1,436億円の収⼊となりました。
投資活動によるキャッシュ･フローは、Irvine Scientific Sales Companyとアイエスジャパ
ンの買収などにより、1,594億円の⽀出となりました。
この結果、事業買収等を除くフリー・キャッシュ・フローは、823億円の収⼊となりました。
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次に、当社⼦会社の富⼠ゼロックスにおける構造改⾰について説明します。
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昨年1⽉31⽇に発表しました富⼠ゼロックスにおける構造改⾰について、進捗をご報告いた
します。

2019年3⽉期第3四半期までの構造改⾰費⽤等⼀時費⽤は84億円となりました。
また、構造改⾰の効果は180億円となりました。

本構造改⾰を確実に実⾏することで コスト削減を実現し 市場の変化・競争に耐えうる収本構造改⾰を確実に実⾏することで、コスト削減を実現し、市場の変化 競争に耐えうる収
益性・⽣産性を確保しつつ、新たな成⻑領域へ再投資し、持続的な成⻑を実現できる事業
基盤を確⽴します。

以上、2019年3⽉期第3四半期決算についてご説明いたしました。
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2019年3⽉期の連結業績予想について説明します。
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2019年3⽉期の連結業績予想ですが、昨年11⽉7⽇に発表しました予想から変更してお
りませんりません。
通期業績予想達成に向けて、引き続き成⻑戦略を推進するとともに、さらなる拡販と収益
性の改善を強⼒に進めていきます。

尚、昨年8⽉より開始した1,000億円を上限とする⾃⼰株式取得は計画通り進捗していま
す。
2019年3⽉期の配当⾦は、9期連続増配となる対前年5円増配の⼀株当たり80円を予
定しております。
事業活動による利益⽬標の達成に加え、株主還元を強化してまいります。

以上、2019年3⽉期通期業績予想についてご説明いたしました。
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＜当スライドは配付資料です＞
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